
千葉県の 
 地域リハビリテーション支援体制 

◆地域リハビリテーション 

  支援体制整備推進事業 

 高齢者や障害者がいつまでも健康でいきいきとした

生活を送ることができるように、予防から急性期、回

復期、維持期の各ステージにおいて、切れ目なく、幅

広いリハビリテーション（以下、リハ）の適切な提供

を行うため、地域リハビリテーション関係機関の有機

的な連携体制の整備を図るもの 

    （千葉県ホームページより） 

◆地域リハ広域支援センターの役割 
 ・地域リハ連絡協議会開催 ・市町村事業への協力 

 ・リハ専門職の在籍していない機関への相談支援 

 ・研修等の開催 

 ※その他、一般住民への健康増進、介護予防支援 

  災害時の地域リハ活動 



ちば地域リハ・パートナー制度 

• 地域リハ広域支援センター（以下、広域支援センター）の支援機能

を補完する機関として千葉県が2017年から指定開始 

• 現在、179機関が指定（2019年10月31日時点） 

2018年度実績 ： 103件の依頼に対応 

広域が今回
はここが適
任と判断 

①相談 

広域支援センター 

依頼元 

②打診・依頼 

④実施内容、謝金など相談 
 実際の関わり 

③紹介 

ちば地域 
リハ・パートナー 

＜ちば地域リハ・パートナー（以下、パートナー）活動までの流れ＞ 



本検討の目的 

◆パートナー制度の現在の課題抽出と今後の活動方針を 

 検討すること 

対象・方法 
• 対象：地域リハ広域支援センター担当者 

• 実施時期：2018年5月、12月の計2回 

• 方法：自由記述のアンケート 

• 詳細：①2018年 5月 ：「パートナー制度の課題」について 

         得られた課題をもとに 

     ②2018年12月 ：「各課題の解決方法」について 

• 分析方法：自由記述の回答を類似性に基づき分類し整理 



結果１ 5月のアンケート 
          「パートナー制度の課題抽出」 

「パートナーに担ってもらいたい役割とそれを担って

もらうために現状の解決すべき課題」 

①パートナー制度の県下への周知不足 

②広域支援センターとパートナーの関係性が未確立 

③パートナーの活動費の問題 

④パートナーの活動時間の確保 

⑤パートナーの「地域」に関わるための知識・経験不足 

⑥パートナー制度が未成熟であること 



結果2-1 12月のアンケート 
           「各課題の解決方法」 

①パートナー制度の県下への周知不足 

 ・各種研修会時に周知する ・周知ツールの作成 

 ・施設管理者向け研修会の開催 

②広域支援センターとパートナーの関係性が未確立 

 ・広域支援センターと協働する場の設定 

 ・パートナーの役割の明確化 

 ・パートナーからの情報発信 

③パートナーの活動費の問題 

 ・報償費規定の作成 ・依頼元への予算立ての要請 

 



結果2-2 12月のアンケート 
           「各課題の解決方法」 

④パートナーの活動時間の確保 

 ・施設管理者に理解を得る 

 ・協力が得やすい時間に依頼 

⑤パートナーの「地域」に関わるための知識・経験不足 

 ・全体研修会の開催 ・圏域ごとの研修体制の検討 

 ・広域支援センターと協働する場の設定 

⑥パートナー制度が未成熟であること 

 ・パートナーの活動事例集作成 ・活動指針の作成 



考察 

１）県主管課・県支援センター・広域支援センター 

  協働で取り組む必要性を再認識 

  →各課題の現状を3者で共有し役割を可視化 

２）各圏域ごとの課題の把握 

  →圏域ごとに人口や高齢化率などの地域特性の他、 

   パートナー数に差あり 

３）課題解決による効果検証の必要性 

  →課題解決による事業効果への影響を検討 

本検討の限界：課題・解決方法が地域リハ広域支援センター 
       担当者個人の意見に限られていること 



現在の取り組み 

• 課題の具体的な解決方法検討するため、年4回の  

担当者意見交換会の開催 

• 圏域内の課題の明確化のため地域診断スキルの向上 

• 地域リハビリテーション支援体制整備推進事業の 

効果検証のための指標検討 

 2019年「根拠に基づく地域リハビリテーションの展開」 
                             をテーマに活動中 



県、県支援センター、
広域支援センターの 
協働の一例 

年に2回の担当者連絡会議 

年4回の担当者意見交換会 

意見の集約に頭を
悩ませる担当者 

地域リハ事業の効果指標検討会議 



参考活動： 
  台風15号の被災地域支援活動への 
  地域リハ広域支援センターの関与 

• 台風15号の被害に対して千葉県では千葉JRAT※が  

災害リハビリテーション活動を展開 

  ※ 千葉JRAT：千葉県災害リハビリテーション支援関連団体協議会 

• 千葉JRATは安房保健医療調整本部と協働し、     

主に被災地域の避難所生活環境への支援を実施 

• 千葉JRATが現地撤退後、安房地域リハ広域 

支援センターを各市町からの問い合わせ窓口として 

活動を地域移行 



４.千葉県地域リハネットワーク 
https://bit.ly/2QvsFz7 

２.ちば地域リハ・パートナー一覧 
https://www.pref.chiba.lg.jp/kenzu/tiikirih
a/documents/pa-tona-20191031.pdf 

１.ちば地域リハ・パートナーに
ついて（千葉県HP） 
https://www.pref.chiba.lg.jp/kenzu/ti
ikiriha/patonabosyuu.html 

参考資料 

３.2018年度 ちば地域リハ・パー
トナー協働状況
https://www.pref.chiba.lg.jp/kenzu/tiikirih
a/documents/pa-tona-kyoudouh30.pdf 


